
 

 

令和５年度目黒区のごみ量と資源回収量について 

 

●ごみ量は、前年度に比べ可燃ごみは 3.1％、不燃ごみは 9.6％、粗大ごみは 3.2％減少し

た。前年度と同程度の減少率となった。       

●１人１日当たりのごみ量は 20ｇ減少した。平成 28年度に策定した前計画目標との比較は

下のグラフを参照。        

●ごみ量は 3.3％減少したが、資源回収総量が前年度に比べて 5.1％減少したため、リサイ

クル率は前年度に比べて 0.4ポイント減少した。 

●資源回収総量の減少理由として、製品プラスチックの資源回収開始によるプラスチックの

増加を、古紙やびん、缶の減少が上回った。紙類やびん、缶の流通量が減少しており、影

響を受けたものと推察される。 

（注）ごみ量、資源回収量、リサイクル率の内訳は、裏面参照 

 



 

※ 各欄の下段部分は対前年度の増減比率（％）。なお、回収量等は単位未満を四捨五入して整数で表示

しているため、各項目の集計値が合計欄の数値と一致しないことがある。また増減比率（％）も表記

どおりの計算結果と一致しないこともある。 

※ 人口は、各年度の１０月１日時点の数字。 

※ 許可業者により直接搬入される事業系一般廃棄物などの持込ごみは、この集計から除外している。 

※ リサイクル率＝資源（集団回収量+分別回収量+拠点回収量等）/ごみ（区収集ごみ量）＋資源（集団

回収量+分別回収量+拠点回収量等） 

※ 平成２６年４月から使用済小型家電の拠点回収モデル事業を８カ所で実施し、平成２７年４月から

は１０カ所で本格実施した。 

※ 平成２８年４月から蛍光管（水銀を含む製品）の分別回収を実施した。 

※ 令和元年１２月からパソコンを含む小型家電の宅配便回収を実施した。 

※ 令和５年３月から小型充電式電池の拠点回収を試行実施し、令和５年４月から本格実施した。 

※ 令和５年７月から従来のプラスチック製容器包装に加え製品プラスチックの分別回収を開始した。 


